
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

夏休みを活用し、児童生徒や保護者を対象に料理教

室を実施し、子ども達が健全な食生活を送るための

食の実践力向上の支援を行っています。 

保護者対象の給食試食会実施や、給食・食育だよりの発行、市

報へのレシピ掲載など、家庭に食に関する情報を発信し、保護

者の食への理解を深めるきっかけづくりを行っています。 

児童生徒の郷土への愛を育むことをねらって地元の おいし

い食材をふんだんに取り入れています。特に毎月１９日の「い

きいきこめっこデー」では、ふるさと米子の食べ物を多く使っ

た献立を実施しています。 

食育推進事業の一環として、児童生徒の郷土愛や勤労生

産への感謝の気持ちを育むことを目的に地元の生産者や

業者にゲストティーチャーとして参加していただき、体

験活動やティーム・ティーチング授業を実施しています。 

ホームページやコミュニティーＦＭなどで学校給食や

食育についての情報を地域に発信しています。 

地域 

地域の畑などの食農体験で生産等に関わ

る人々にお世話になったり、学校農園で

児童生徒自らの手で栽培した作物等を給

食に使用したりして、食の体験を通した

豊かな心の育成を図っています。 

栄養教諭、学校栄養職員が給食時間や各教科のティーム・

ティーチング授業などで給食を教材として食に関する指導

を行い、児童生徒の食に関する知識を深めています。 

家庭 

児童生徒にふるさとの食べ物を使った給食の献立を募集

し、学校給食週間のある１月の給食に取り入れることで、

児童生徒の郷土愛を高める取組を行っています。 

安全安心な給食はもちろんのこと、成長期の子ども達に必要な

栄養バランスや季節・行事を考慮した 献立、地場産物や郷土

料理などを取り入れた魅力的な給食の提供に努めます。 

給食時間にアスリートと交流する機会を設けることで、

スポーツを切り口とした食育の推進を図っています。 

学校 
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